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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　‐フルメトリンである殺ダニ活性物質を０．１ないし５重量％
　‐脂肪族の枝分かれしていないＣ８‐Ｃ１２‐脂肪酸を含むグリセロールエステルまた
はプロピレングリコールエステルを５ないし２５重量％
　‐アジピン酸エステルである追加の可塑剤を４～４５重量％
　‐および任意選択的にさらなるアジュバントおよび添加物を含むポリ塩化ビニルマトリ
ックスに基づく固形成形品であって、該成形品が１から５ｍｍの厚さを有しかつ６～９ｍ
ｍの直径を有する開口部を含む前記の固形成形品。
【請求項２】
　前記グリセロールエステルまたはプロピレングリコールエステルの濃度が固形成形品の
全重量に基づき７～２５重量％である、請求項１に記載の固形成形品。
【請求項３】
　１０～４０重量％の前記追加の可塑剤を含む、請求項１又は２に記載の固形成形品。
【請求項４】
　前記追加の可塑剤がアジピン酸ジ‐ｎ‐ブチルである、請求項１～３の一項に記載の固
形成形品。
【請求項５】
　ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコールを含む、請求項１～４の一項に記載
の固形成形品。
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【請求項６】
　１０ないし１００の開口部を含む、請求項１～５の一項に記載の固形成形品。
【請求項７】
　請求項１～６の一項に記載の固形成形品を含む養蜂箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ミツバチにおけるミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）を防除
するために適した成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミツバチの寄生ダニ・ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）
は、東洋種ミツバチ・Ａｐｉｓ　ｃｅｒｎａｎａの天然の寄生虫である。東洋種ミツバチ
のほかは、人間による養蜂に適した西洋種ミツバチ・Ａｐｉｓ　ｍｅｌｌｉｆｅｒａしか
存在しない。両ミツバチ種の自然分布域は、中近東の砂漠および山岳地帯によってお互い
に分離されている。西洋種ミツバチのコロニーを東洋種ミツバチの自然分布域に移動する
ことによってのみ、ダニが前世紀中にこの新たな宿主にも寄生し、宿主と共にオーストラ
リアと南極大陸を除くすべての国々に伝播することが可能であった。ダニの天然の宿主［
東洋種ミツバチ］とは対照的に、ダニは、［西洋種ミツバチの］雄蜂児、雄バチの幼虫お
よび蛹（ダニによってより好まれる）、および雌の働き蜂の幼虫および蛹の双方で繁殖す
ることができる。東洋ミツバチと対照的に、［西洋ミツバチでの］ダニの繁殖には自然の
制限がない。最初に蜂児は，吸血性のダニにより直接的に損傷を受けるが、またダニは細
菌およびウイルス感染の病原体のベクターでもあるので、間接的損傷ももたらす。効果的
なダニ防除なしでは、ミツバチのコロニーは遅かれ早かれ死滅してしまう。
【０００３】
　適切な防除方法は、ダニによってより好まれる雄蜂児の除去・破壊等の生物工学的方法
、および換言すれば選択的にダニを死滅しミツバチを損傷しない物質および物質の製剤の
適用である化学療法的方法である。しかしながら繁殖期間中大部分のダニは、薄いワック
スの蓋で密封された蜂児巣房にいて、そこではダニは防除用製品の影響を受け難い。女王
バチが産卵せずかつミツバチが蜂児を樹立していない期間中のみ、すべてのダニは成体ミ
ツバチ上に存在し、そこではダニは治療の影響を受け易い。従って短い作用持続時間を有
する製剤が、ミツバチコロニーの蜂児のいない期間に用いられねばならない。しかしなが
ら、大部分のミツバチコロニーは、晩夏ないし秋に死滅し、その時、ミツバチの繁殖活動
の減少のために、従って蜂児への長期損傷の負荷のために少なくなる蜂児巣房においてま
すますダニが濃縮される。
【０００４】
　こうした背景の下、有機酸および精油の蒸発器システムおよびポリマーマトリックス活
性物質保持体（マトリックス中に包含された活性物質を数週間の期間にわたりその表面上
で放出する）の開発は大きな進展であった。これらの活性物質保持体は、ミツバチが両側
に腹這って行くことができ、その過程で活性物質が活性物質保持体の表面から機械的に取
り除かれて、および社交的な身体接触の結果としてミツバチによって養蜂箱内に散布され
るように、ミツバチコロニーのハチの巣（ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ）の間に設置される。この
ようにして活性物質は、またミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）に到達す
る。ダニの生殖相期間中に蜂児巣房において殺ダニ剤処理から守られたダニは、ダニが孵
化した後に持続的に防除される。
【０００５】
　ごく最近の研究は（Ｇｒｕｅｎｅｗａｌｄ　Ｂ；Ｆｕｃｈｓ　Ｓ（２０１１）：ＡＲＥ
Ａ‐ＷＩＤＥ　ＶＡＲＲＯＡ　ＴＲＥＡＴＭＥＮＴＳ　ＷＩＴＨ　ＡＬＴＥＲＮＡＴＩＮ
Ｇ　ＣＯＵＭＡＰＨＯＳ　ＡＮＤ　ＦＬＵＭＥＴＨＲＩＮ　ＯＮ　ＨＯＮＥＹＢＥＥ　Ｃ
ＯＬＯＮＥＳ：Ａ　ＦＩＥＬＤ　ＳＴＵＤＹ　ＩＮ　ＧＥＲＭＡＮＹ（ミツバチコロニー
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に関する区域全体に及ぶクマホスおよびフルメトリン交互によるミツバチヘギイタダニ（
Ｖａｒｒｏａ）処理：ドイツにおける野外試験）．Ｐｏｓｔｅｒ　Ａｐｉｍｏｎｄｉａ　
Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　Ｂｕｅｎｏｓ　Ａｉｒｅｓ（国際養蜂教会連合ブエノスアイレス・ポ
スター学術大会）．）、高度の寄生を有するミツバチコロニーから低度の寄生を有するミ
ツバチコロニー（成功裡に処理されたコロニー）への高度のミツバチヘギイタダニ（Ｖａ
ｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）の移動は、蜂蜜が収穫された後の晩夏にもたらされ得ることを明ら
かにする。つまりミツバチコロニーの夏季の処理は成功裡であっても（例えば、ギ酸によ
る処理）、非繁殖期間の冬季の処理まで十分な防御を提供しないことを意味する。本明細
書記載の成形品は、他の養蜂箱の重度に寄生されたコロニーからのダニの移動からミツバ
チコロニーを防御することを意図する。
【０００６】
　ＷＯ００／７２６８３は、例えば養蜂箱中に掛けることのできるクマホス含有プラスチ
ック片の形態のプラスチック材料とクマホスとの組合せを使用する、ミツバチにおける寄
生虫疾患を防除する方法を既に開示している。
【０００７】
　ＷＯ０２／２３９８１は、養蜂箱用の抗寄生虫薬のミツバチ用の錠に既に関連している
が、しかしながらそのミツバチ用の錠はより一層改善する余地があるであろう。
【０００８】
　ＷＯ２００６／００３３５は、動物の寄生虫に対する外用の活性物質含有固形成形品を
記載する。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明は：
１．‐０．１ないし３０重量％の殺ダニ活性物質
　　‐１ないし３０重量％を含むＣ８‐Ｃ１２‐脂肪酸のグリセロールエステルまたはプ
ロピレングリコールエステル
　　‐および任意選択的にさらなるアジュバントおよび添加剤を含む、ポリ塩化ビニルに
基づく固形成形品であって、該成形品が０．５から２０ｎｍの厚さを有しかつ６～９ｍｍ
の直径を有する開口部を含む前記の成形品に関する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は本発明のフルメトリン含有活性物質保持体（成形品）の有効性評価の結果
を示す。グラフは本発明のフルメトリン含有活性物質保持体またはプラセボ使用時におけ
るダニの死亡率を示す。
【００１１】
　さらなる実施形態において本発明は：
２．‐フルメトリン、クマホスおよびアミトラズから選択される０．１ないし３０重量％
の殺ダニ活性物質
　　‐１ないし３０重量％のカプリル酸／カプリン酸トリグリセリドまたはジカプリル酸
／ジカプリン酸プロピレングリコール
　　‐および任意選択的にさらなるアジュバントおよび添加剤を含む、ポリ塩化ビニルに
基づく固形成形品であって、該成形品が０．５から２０ｎｍの厚さを有しかつ６～９ｍｍ
の直径を有する開口部を含む前記の成形品に関する。
【００１２】
　成形品は、可能な限り低いミツバチ毒性を有する殺ダニ活性物質を含む。言及され得る
適切な殺ダニ活性物質は：シミアゾール、エトキサゾル、フルバリネートおよび特にフル
メトリン、クマホスおよびアミトラズである。
【００１３】
　成形品は、いずれの場合も殺ダニ活性物質を、固形製剤の全重量に基づいて通常０．１
から３０重量％、好ましくは０．２から２０重量％、特に好ましくは０．５から１５．０
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重量％の濃度で含む。より好ましい濃度は、種々の殺ダニ活性物質の使用によって変動す
る：
フルメトリン：０．１ないし５重量％、特に好ましくは０．５ないし２重量％または、さ
らに特に好ましい実施形態により、０．５ないし２．５重量％
クマホス：６ないし１２重量％、特に好ましくは５ないし１０重量％または、さらなる実
施形態により、５ないし２０重量％、特に好ましくは７ないし１５重量％
エトキサゾル：６ないし１２重量％、特に好ましくは５ないし１０重量％、
フルバリネート：６ないし１２重量％、特に好ましくは５ないし１０重量％、
アミトラズ：１ないし１０重量％、特に好ましくは２ないし６重量％、
シミアゾール：１ないし１０重量％、特に好ましくは２ないし６重量％。
【００１４】
　本発明の成形品は、Ｃ８‐Ｃ１２‐脂肪酸を含むグリセロールエステルまたはプロピレ
ングリコールエステルを含む；これらは好ましくは脂肪族の非分枝飽和脂肪酸、例えばカ
プリル酸、カプリン酸またはラウリン酸等である。これらのエステルにおいて、アルコー
ルの基礎をなすすべてのヒドロキシル基は好ましくはエステル化しており、すなわちエス
テルはプロピレングリコールジエステルまたはトリグリセリドである。言及し得る当該エ
ステルの好ましい例は、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド（ミグリオール（Ｍｉｇ
ｌｙｏｌ）　８１２）およびジカプリン酸／ジカプリン酸プロピレングリコールである。
本発明の成形品は、Ｃ８‐Ｃ１２‐脂肪酸を含むグリセロールエステルまたはプロピレン
グリコールエステルを、１から３０重量％、好ましくは５ないし２５重量％、特に好まし
くは７ないし２５重量％、非常に特別に好ましくは１５ないし２５重量％の量で含む（そ
れぞれの混合物の合計重量に基づく）。カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド（ミグリ
オール　８１２、販売元Ｓａｓｏｌ　Ｇｅｒｍａｎｙ　ＧｍｂＨ／Ｗｉｔｔｅｎ、ＣＡＳ
番号７３３９８‐６１‐５）はまた、ＭＣＴ（中鎖トリグリセリド）の名称でも知られて
いる。ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール（ミグリオール　８４０、販売
元Ｓａｓｏｌ／Ｗｉｔｔｅｎ、ＣＡＳ番号６８５８３‐５１‐７）はカプリル酸およびカ
プリン酸のプロピレングリコールジエステルであり、それはドイツ薬局方９（ＤＡＢ９）
においてプロピレングリコールオクタン酸／デカン酸と記載されている。通常の品質の二
のエステルにおいては、少量のＣ６‐およびＣ１２‐脂肪酸もエステル化されている。Ｈ
．Ｐ．Ｆｉｅｄｌｅｒ，Ｌｅｘｉｋｏｎ　ｄｅｒ　Ｈｉｌｆｓｓｔｏｆｆｅ（補助物質事
典），Ｅｄｉｔｉｏ　Ｃａｎｔｏｒ　Ｖｅｒｌａｇ　Ａｕｌｅｎｄｏｒｆ，４ｔｈ　ｒｅ
ｖｉｓｅｄ　ａｎｄ　ｅｘｐａｎｄｅｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ（第４版・補訂版），１９９６
，Ｖｏｌ．２，ｐ．１００８／１００９における項目「ミグリオール　８１２－天然油脂
（Ｎｅｕｔｒａｌｏｅｌ）」および「ミグリオール　８４０」を参照されたい。
【００１５】
　ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコールを含む本発明の成形品が好ましい。
【００１６】
　成形品用の適切な保持体または保持台は、原則として可撓性の熱可塑性ポリオレフィン
類（例えば、ポリエチレン）またはポリビニル樹脂である。ポリ塩化ビニルのホモポリマ
ー（ＰＶＣ）を用いるのが特に有利である。
【００１７】
　適切な場合、本発明の成形品は、固形のポリ塩化ビニル樹脂を可塑化するために一般的
に使用される通常の可塑剤をさらに含み得る。適切なさらなる可塑剤の例は、リン酸エス
テル類、および例えばアジピン酸ジイソブチルおよびアジピン酸‐ｎ‐ブチル等のアジピ
ン酸エステル類である。他のエステル類、例えば、アゼライン酸、マレイン酸、リシノー
ル酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、オレイン酸、セバシン酸、ステアリン酸およびトリ
メリット酸および複合線状ポリエステル、高分子可塑剤およびエポキシ化大豆油等もまた
使用され得る。好ましいのはアジピン酸エステル類、特にアジピン酸ジ‐ｎ‐ブチルであ
る。さらなる可塑剤は、４から４５重量％、好ましくは１０ないし４０重量％の量で用い
られる。
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【００１８】
　例えば、エポキシ化大豆油は、好ましくは組成物全体に基づいて１から５重量％、特に
好ましくは１ないし３重量％の濃度で用いられる。
【００１９】
　好ましい実施形態に従って用いられるさらなる可塑剤は、１から３０重量％、好ましく
は７ないし２２重量％の濃度の、Ｃ２‐８‐ジカルボン酸のジ‐Ｃ１‐６‐アルキルエス
テル、特にアジピン酸ジ‐ｎ‐ブチルである。これらの場合、Ｃ８‐Ｃ１２‐脂肪酸を含
むグリセロールエステルまたはプロピレングリコールエステルおよびＣ２‐８‐ジカルボ
ン酸のジ‐Ｃ１‐６‐アルキルエステルは、好ましくは合計５ないし３５重量％の濃度で
含まれる。
【００２０】
　可塑剤の合計量、すなわちさらなる可塑剤の量に加えてのカプリル酸／カプリン酸トリ
グリセリドまたはジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコールの量は、５０重量％
、好ましくは４５重量％、特に好ましくは３５重量％を超えるべきではない。それ故に可
塑剤の合計量は、組成物全体の約５ないし５０重量％、好ましくは１５ないし４５重量％
、特に好ましくは１５ないし３５重量％の範囲である。さらに特に好ましい実施形態に従
って、可塑剤の合計量は、組成物全体の４０重量％を超えず、この場合可塑剤の合計量は
１５ないし４０重量％を占める。
【００２１】
　他の通常の成分、例えば、安定剤、滑沢剤、解除剤、充填剤および着色剤等は、成形品
にさらに含まれ得る；一般的にそれらは、組成物の基本的な性質を実質的に変更しない。
【００２２】
　適切な安定剤は、紫外線照射および押出等の加工中の望ましくない劣化からテープ剤を
保護する抗酸化剤および作用剤である。エポキシ化大豆油等のいくつかの可塑剤は、同時
に安定剤として作用する。
【００２３】
　使用し得る滑沢剤は、例えば、ステアリン酸またはその塩（ステアリン酸塩）または低
分子量ポリエチレンである。ステアリン酸を使用するのが好ましい。これらの成分は、組
成物全体の通常５重量％まで、好ましくは３重量％までの濃度で用いられる。
【００２４】
　別段の定めのない限りパーセンテージは、混合物全体に基づく重量パーセントを意味す
るものとみなされる。「混合物全体」とは、適切な方法によってその後成形される完成組
成物である。
【００２５】
　成形品は、好ましくは溶融押出、押出または射出成形によって調製される。
【００２６】
　成形品を調製するための加工法の選択は、原則的に高分子の保持体のレオロジー特性お
よび所望の成形品の形状に技術的に依存する。加工法は、加工技術に従ってまたは成形特
性に従って分類され得る。加工技術の場合、製造過程は、これらの製造過程において通過
するレオロジー的な状態に基づいて分類され得る。従って、粘性高分子保持体に対しては
、鋳造、圧縮、射出成形およびスプレッディング・オンが考慮され、一方、粘弾性ポリマ
ーの場合には、射出成形、押出、カレンダー加工、ローリングおよび適切な場合は二―デ
ィングが考慮される。成形の特性に従って分類すると本発明の成形品は、鋳造、浸漬、圧
縮、射出成形、押出、カレンダー加工、打ち抜き加工、曲げ加工、熱成形等によって調製
され得る。固形の基礎保持体のコーチングもまた考慮される。成形品は、最後の仕上げに
よってその機能的な要求に順応し得る。
【００２７】
　これらの加工法は、それ自体知られており、これ以上の詳細な説明を必要としない。
【００２８】
　本発明の固形成形品は、通常０．５から２０ｍｍ、好ましくは０．５ないし１０ｍｍ、
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特に好ましくは１ないし５ｍｍ、非常に特別に好ましくは１ないし３ｍｍの物質厚さを有
する。
【００２９】
　養蜂箱は、異なる形状で販売され、異なる材料から構成され得る。養蜂箱とは、本明細
書ではいずれの場合にも一のミツバチコロニーにとっての住居を意味するものと理解され
たい。本発明の成形品は、好ましくは通常の養蜂箱の入り口と一致し、一種の錠を形作る
形状を有する。成形品は開口部を有し、養蜂箱を離れおよび養蜂箱に戻るときに、ミツバ
チがこの開口部を通り抜けざるをえないように形作られている。開口部は、通常５から９
ｍｍ、好ましくは６ないし８ｍｍ、特に好ましくは６．５ないし７．５ｍｍの直径を有す
る。養蜂箱の適切な通気を確保するために、開口部全体で養蜂箱当たり５から２６ｃｍ２

、好ましくは１０ないし１５ｃｍ２の面積を占めるべきである。結論は、養蜂箱（一の入
口を有する）当たり約１０ないし１００の開口部、好ましくは１５ないし８０の開口部、
特に好ましくは１５ないし６０、非常に特別に好ましくは２５ないし４０、特別に２０な
いし３０の開口部が存在すべきであるということである。開口部の数およびサイズは、養
蜂箱が極端な温度においてさえ適切に通気されるように、および開口部が例えば死滅した
ドローン（雄バチ）を除去するために機械的な障害物とならないように選択されねばなら
ない。
【００３０】
　本発明の成形品の形状およびサイズは、成形品が通常の養蜂箱の入口と一致するように
選択されるべきである。例えば、成形品は、１から１０ｃｍの高さ、好ましくは１．５な
いし４ｃｍ、特別に２ないし４ｃｍまたは特別に１．５ないし２．５ｃｍの高さおよび１
０から５０ｃｍの幅、好ましくは１５ないし４０ｃｍの幅を有する長方形であり得る。
【００３１】
　実際に使用される場合、本発明の成形品は、養蜂箱に戻りまたは離れるときに、ミツバ
チが錠形状の成形品の中の開口部を通り抜けなければならないように、それ自体既知の方
法で養蜂箱に装着され得る。成形品を養蜂箱または台に取り付けるために、例えば、釘、
画鋲、ねじまたは接着剤等の締付具を使用し得る。他の装置、例えば、本発明の成形品が
案内装置に挿入される装置もまた便利である。また便利なのは、本発明の成形品が簡単に
取り付けられる適切な台である；台は成形品と共に養蜂箱に容易に取り付けられるように
同様に構築される。
【００３２】
　驚いたことに、本発明の成形品は、成形品が上記の通り養蜂箱の入口に取り付けられる
ときに、ミツバチにおけるミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）に対して顕
著な活性を示す。
【００３３】
　本発明の成形品は、ミツバチが成形品を十分に許容するという事実のために優れている
。成形品を通り抜けるとき、ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）は、直ち
にまたは一定期間が経過した後に死滅する。仮にダニが直ちに死滅しないとしても、通例
、少なくともダニがさらに繁殖するのを防止することが可能であろう。ジカプリル酸／ジ
カプリン酸プロピレングリコールの使用は、ミツバチによる成形品の許容性を改善すると
いう指標がある。化学的類似性のために、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリドもまた
ミツバチによる許容性を改善すると思われる。
【００３４】
　フルメトリンを含む本発明の成形品は、特に効果的であるという指標がある。ミツバチ
は、ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）による寄生に対してどのみちフル
メトリンによって防御されると思われる。すなわち、本発明のフルメトリン含有成形品を
通り抜けたミツバチは、ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）の寄生に対す
る暫くの間継続する一定の防御を提供されるという指標がある。
【００３５】
　さらにジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコール自体もまた、ミツバチヘギイ
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タダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）の寄生からミツバチを防御するという指標がある。こ
れはまた、カプリン酸／カプリン酸トリグリセリドにも当てはまると推定される。
【００３６】
　さらなる実施形態に従って、さらに上記した通り、それ故に本発明は、いかなる殺ダニ
活性物質をも含まない成形品に関する。
【００３７】
　殺ダニ活性物質を含まないこれらの成形品を通り抜けるミツバチは、ミツバチヘギイタ
ダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）の寄生に対する一定の防御を提供されることが期待され
る。
【００３８】
　ミツバチは東洋種ミツバチ（Ａｐｉｓ　ｃｅｒｎａｎａ）および、特に西洋種ミツバチ
（Ａｐｉｓ　ｍｅｌｌｉｆｅｒａ）である。
【００３９】
　ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｍｉｔｅ）は、特にミツバチヘギイタダニ（Ｖ
ａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）である。
【００４０】
　本発明の成形品の機能は、ミツバチが開口部を通り抜けると言う事実に特に基づいてい
るので、特にミツバチの採食期間に成形品を用いることが理にかなっている。しかしなが
ら、採食期間外に成形品を取り除くことは必ずしも必要とされない。
【００４１】
　本発明の成形品を用いる場合、耐性の発生を避けるために、異なる作用機構を有する活
性物質を含む成形品を交互に用いることが推奨される。
【００４２】
［実施例］
［実施例１］
組成物：
　フルメトリン　　　　　　　　　　２．５重量％
　アジピン酸ジ‐ｎ‐ブチル　　　　８．９重量％
　プロピレングリコール（オクタン酸／デカン酸）（ミグリオール　８４０）　　　２０
重量％
　エポキシ化大豆油　　　　　　　　１．１重量％
　ステアリン酸　　　　　　　　　　２重量％
　ＰＶＣ　　　　　　　　　　　　６４．５重量％
　二酸化チタン　　　　　　　　　　１重量％
調製法：
　ミキサー中で、二酸化チタンおよびＰＶＣの混合物をアジピン酸ジ‐ｎ‐ブチル、プロ
ピレングリコール（オクタン酸／デカン酸）、エポキシ化大豆油およびフルメトリンの混
合物と混合する。混合物が均一となるまで加熱しながら混合を継続する。加熱が活性物質
／可塑剤混合物のＰＶＣへの移行を促進する。後続のステアリン酸の均一な分布の後に、
混合物は所望の厚さの成形品を与えるようにそれ自体知られている方法により加工される
。
【００４３】
　養蜂箱における使用に適した成形品を調製した。これらの成形品は以下の寸法を有する
：
　長さ：１５ｃｍ、幅：３ｃｍ、厚さ：２ｍｍ。
【００４４】
　成形品は、それぞれ７ｍｍの直径を有する１５の開口部を含む。
【００４５】
［実施例２］
組成物：
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　クマホス　　　　　　　　　　　　７．５重量％
　アジピン酸ジ‐ｎ‐ブチル　　　　８．９重量％
　プロピレングリコール（オクタン酸／デカン酸）（ミグリオール　８４０）　　　２０
重量％
　エポキシ化大豆油　　　　　　　　１．１重量％
　ステアリン酸　　　　　　　　　　２重量％
　ＰＶＣ　　　　　　　　　　　　５９．５重量％
　二酸化チタン　　　　　　　　　　１重量％
　ミキサー中で、二酸化チタン、ＰＶＣおよびクマホスの混合物をアジピン酸ジ‐ｎ‐ブ
チル、プロピレングリコール（オクタン酸／デカン酸）およびエポキシ化大豆油の混合物
と混合する。混合物が均一となるまで加熱しながら混合を継続する。加熱が活性物質／可
塑剤混合物のＰＶＣへの移行を促進する。後続のステアリン酸の均一な分布の後に、混合
物は所望の厚さの成形品を与えるようにそれ自体知られている方法により加工される。
【００４６】
　養蜂箱における使用に適した成形品を調製した。これらの成形品は以下の寸法を有する
：
　長さ：１５ｃｍ、幅：３ｃｍ、厚さ：２ｍｍ。
【００４７】
　成形品は、それぞれ７ｍｍの直径を有する１５の開口部を含む。
【００４８】
［実施例３ないし１６］
　本発明の固形成形品の調製のために適したさらなる組成物は、実施例３ないし１２およ
び１４ないし１６として以下の表に記す。実施例１３はプラセボ製剤である。
【表１】
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【表２】

【００４９】
（表中、成分含量は重量％で記す）
　実施例３ないし１６の組成物は、実施例１の組成物と同様に調製され得る。別法として
、ＰＶＣ、二酸化チタンおよび酸化鉄顔料を加熱しながら（６０℃）混合し、次にステア
リン酸を除く残りの成分の溶液を調製し、熱いＰＶＣ／顔料混合物と混合する。最後に、
さらに撹拌、加熱しながらステアリン酸も添加し、均一な組成物を調製し、組成物は冷却
後にさらに加工され得る。
【００５０】
　完成組成物は、例えば実施例１に示す通りの本発明の固形成形品を調製するために使用
し得る。
【００５１】
生物学的実施例：
［実施例Ａ］
　養蜂箱の入口でＰＶＣ製の本発明のフルメトリン含有活性物質保持体（成形品）の有効
性を評価するために、２０１２年４月６日にツァンダー（Ｚａｎｄｅｒ）養蜂箱中の繁殖
期の１２のミツバチコロニーには、いずれの場合にも、直径７ｍｍの３０の開口部を備え
、ミツバチが活性物質保持体の開口部を通ってのみ養蜂箱に出入りすることが出来るよう
に入口に配置された、長さ約１５ｃｍ、幅約２．５ｃｍおよび厚さ約２ｍｍの２の活性物
質保持体を与えた。いずれの場合にも３のコロニーには、それぞれ３％、４％および５％
のフルメトリン含量を有する活性物質保持体（それぞれ実施例１６、１５および１４）を
与えた。三のミツバチコロニーは、対照コロニーとして機能し、活性物質不含保持体を装
着した。４月６日と５月２日の間に死滅したダニは、養蜂箱のハニカム台の下で養蜂箱の
底全体を覆い、それを通して落下するダニは通過することが出来るがミツバチは通過する
ことができない金属格子によってのみ覆われた挿入物を用いて毎日記録した。
【００５２】
　種々の処理群およびコロニーに対して記録したすべてのダニの死亡率は、以下の表１に
集計する。Ａ、ＢおよびＣと名付けた行は、いずれの場合も一のミツバチコロニーに対す
るパーセントでの効果を含んでいる（括弧内のｎは死滅ダニ数（ｎ　Ｖａｒｒｏａ））。
観察期間にわたるダニの死亡率の経過は、選択されたコロニーについてグラフ表示する（
図１）（３％群における低い全死亡率のために、グラフ表示は省略した）。データは、フ
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【表３】

【図１】
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